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　本紀要は、本研究所に勤務する専任教員および研究員、非常勤教員、助手、本研究所社
会人講座講師が、それぞれの専攻分野における研究成果を論文、研究ノート、資料紹介、
調査記録、書評、研究会報告、その他の学術報告として発表することを目的として刊行す
るものである。研究紀要投稿原稿は、別途に定める締切日までに紀要編集委員会へ、次ぎ
の要領で提出すること。
１.原稿の構成
　 ・ 題名、執筆者氏名（和文表記と、ローマ字表記 [ 姓名の順に記載し姓はすべて大文字 ]）、
　　要約、キーワード、本文、注、参考文献の順とする。原則として楽譜、図版、表、写
　　真などは本文中に配置する（文末に配置する場合は、本文と注の間に、種別毎にまと
　　めて配置する）。
２.題名
　 ・ 原稿には、英文、和文両方の題名をつける。
３.要約
　 ・ 原稿には、和文・英文の両方の要約を必ずつける。要約 300 字以上 379 字以内（英文
　　の場合は原則として 90 ワード以上 120 ワード以内）とする。
４.キーワード
　 ・ 原稿には、必ずキーワード 3 〜 5 語をつける。
５.原稿の分量と版形
　 ・ 論文・研究ノートの原稿分量は以下の表のとおりとする。その他の記事については、
　　以下の分量を超えない限り、自由とする。
６.原稿の書式
(1)　使用文字と約物
　 ・ ひらがな・カタカナはすべて全角文字を使用する（半角文字不可）。
　 ・ 日本語横書きの場合、句読点は以下の3方式のいずれかを採用すること（いずれも全角）。
　　① コンマ・ピリオド式（， ． ）
　　② コンマ・マル方式（， 。 ）
　　③ テン、マル方式（、 。 ）
　 ・ 「」『』”　” などの記号は、各自が統一すること。
(2)　注について
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　 ・ 文章の末尾に注を入れる場合、句点の前後のいずれかに統一すること。
　 ・ 注番号には、算用数字を使用する。また注は本文の末尾にまとめて番号順に書く。
(3)　著作権
　・著作権の問題が発生する引用の場合（楽譜等の出版社の版権も含む）は、投稿日まで
　　に処理済みのものを使用すること。なお、Website 等、インターネット上での公開の
　　可能性があることも権利者に伝え、許諾を得ること。
(4)　インターネット上のものを引用した場合は、必ず閲覧日を掲載すること。
(5)　本文中に楽譜、図版、表、写真などを挿入する場合
　 ・ 楽譜、図版、表、写真などは、原則として執筆者から提出されたものを版下としてそ
　　のまま使用する。
　 ・ 楽譜の浄書などを外注する場合の経費は、執筆者の負担とする。また、校正の途中で
　　浄書の必要が生じた場合の経費も同様とする。
　 ・ 楽譜、図版、表、写真などは、それぞれに番号と標題をつけること。
　 ・ 楽譜、図版、表、写真などの割り付け、配置などは原則として執筆者自身が行うこと。
　　提出するワードファイル（拡張子 docx）とともに、PDF 版を提出してレイアウトの
　　指示とすること。
(6)　電子版へ音声・動画を掲載する場合
　 ・ 冊子版の任意の写真相当箇所は、電子版（インタラクティブ PDF 形式）に音声または
　　動画を埋め込むことができる。
　 ・ 音声または動画は、以下のフォーマット（省略）の動画ファイル（音声の場合は、タ
　　イトルの静止画のみを示す動画）を原稿提出時に編集委員会へ提出すること。
　 ・ 編集委員会では音声・動画の編集は行わない。投稿者は投稿時に、完全版ファイルを
　　提出すること。
７.原稿提出時の注意
(1)　本文・注などの文字原稿部分はすべてワードプロセッサアプリケーションで作成し、
　　提出時にはその PDF版とともに電子メールなどにより、編集委員会に送付すること。
　　なお、提出ファイルの作成アプリケーションは、Microsoft Word（Windows 版、Mac
　　OSX 版とも拡張子は docx）とする。
(2)　新たな加筆や修正のない完全原稿を提出すること（校正時の加筆・修正は認めない）。
(3)　提出された原稿（電子ファイル）は返却しないので、原ファイルを適切に保管すること。
８.初校
　　初校には執筆者があたる。
９.公開
　　投稿論文は、東京音楽大学付属民族音楽研究所紀要編集委員会がデジタル版（電子版）
　　を作成し、同研究所のウェブサイト、国立国会図書館および国立情報学研究所（NII）
　　が管理する学術サイト、または同研究所が許諾した学術サイトにて、目次情報と本文
　　データを一般公開する予定である。本紀要への投稿者は投稿時に、論文利用許諾書を
　　東京音楽大学付属民族音楽研究所に提出すること。
*本執筆要項全文は、その他関係書類とともに、http://bit.ly/dento-to-sozo で入手できる。
